















































発刊される こと になりました。研究所の活動を担って下さった研究員、 執筆者をはじめ、活動を
支えて下さった方々、関係の方々に改めて感謝し、たします。
当研究所の運営委員会では予算委員会、編集委員会等を設置 し、業務分担を明確化することで
効率の良い運営を行っております。 この運営体制の中で、今年度は、 2名の専任教員を含む 11 






































































②産・官 ・学 ・民の連携を図り 、地域の活性化を促す。
③世界に聞かれた、情報発信基地を目指す。


















所 長 岡崎渉 生命科学部応用生物科学科 教授




運営委員 長坂征治生命 科 学 部 生 命 科 学 科 教授
運営委員 高品知典生命科学部応用生物科学科 准 教 授
運営委員 玉岡迅 生命科学部食環境科学科 准教授
運営委員 小瀬博之総合情報学部総合情報学科教授
2. 運営委員会開催記録
第 1回 平成 25年 4月 13日(土)
第 2回 同 5月 18日(土)
第 3回 同 6月 8日(士)
第4回 同 7月 20日(土)
第 5回 同 9月 4日(水)
第 6回 同 1 0月 12日(土)
第 7回 同 1 1月 9日 (士)
第 8回 同 1 2月 7日(土)
第 9回 平成 26年 1月 25日(士)
第 10回 同 2月 24日(月)
第 11回 同 3月 8日(士) (予定)
3. 広報事業
①「研究所だより」の発行年 3回
②ホームページの公開 http://irvs. i takura. toyo. ac. jp 
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平成 25年度 0所長 古屋秀樹 国際地域学部国際観光学科 教授
地域活性化研究所 岡崎 渉(生命科学部教授) 須賀忠芳 国際地域学部国際観光学科 准教授
1申里円呂安=貝口云〈 長坂征治生命科学部生命科学科 教授
0運曽委員 高品 知典生命科学部応用生物科学科准教授














































較 お見合い (A) 思




















策と して財政支援すべきものと思う 。今後、 政府の婚活支援
に対する予算措置を探りたし、。

































































実施期日 :9月14日(土) 対象分野・植物 講師大和国民澄氏















..4月 18日にオ プンした体験活動センター 『わたらせJ学習ハウス、
手前に交流センタ もある。 (4月 18日撮影)
出工会議所と観光協会の連携じよる地域観光振興の推進(シンポジウムの開催)



















































































































日時平成 24年 11月3日 (日)(大学祭当日)



















プ 2名 (家族を含む)として、最大で 48名程度の人数を想定
している。
企親子の食育体験講座 食を学ぶキッチンサイエンス
News Leter No.45 

































地域活性 化 研 究 所研究員‘覧
研 究員名 前 所属
小川 芳働 経済学部総合政策学科教慢
大坪 宏至 経営学部会計ファイナンス学科教授
山 下り え子 法学部企業法学科教慢
芦沢 真五 国際地域学部国際地域学科教綬 国際教育交流、比較教育
安 キ目票 国際地域学部国際地域学科教授 土地住宅問題、都市計画、地域開発




坂元 浩 国際地域学部国際地域学科教授 発展途上国の開発計画
高橋 一男 国際地域学部国際地域学科教授 社会学、メディア論
竹内 章悟 国際地域学部国際地域学科教授 地域開発、地域産業政策、エネルギ政策
張 長平 国際地域学昔話国際地域学科教侵 入文地理学、地理情報科学、地域分析
中挟知延子 国際地域学部国際地域学科教授 情報科学
藤井 敏信 国際地域学部国際地域学科教授 都市計画、居住環境計画
村田由美恵 由際地域学部国際地域学科講師 日本語教育







































Institutc 01' Regiollal Vitalization Studies 
臨留置.事
-面支高二二主仁三回 貫 一貫二二一一士三二二二二三三三三三重量両---------------二プ二二:二三二二J
薄木 三生 国際地域学部国際観光学科教授 自然地理学、造園学、国際環境協力
小池 鉄夫 国際地域学部国際観光学科教授 外食産業論
東海 林克 彦 国際地域学部国際観光学科教授 観光レクリ工ーション施設計画論、景観論、環境評価論
古屋 秀樹 毘際地域学部国際観光学科教授 観光交通計画、観光行動論、まちづくり
堀 雅通 国際地域学部国際観光学科教授 交通論、公益事業論
松関 俊志 国際地域学部国際観光学科教授 旅行産業と宿泊産業の経営環境
梁 春香 国際地域学部国際観光学科教綬 国際観光開発、環日本海地域の国際観光
一 色 町 一言 …一一一)画面通i踊郡一面房副学一両編 一 戸白石弓詞ジグ ー一一一一一一一
須賀 忠芳 国際地域学部国際観光学科准教授 社会科教育学、社会科教育実践研究
森下 晶美 国際地域学部国際観光学科准教授 旅行マケテイング、旅行産業の経営戦略
道畑 美希 国際地域学部国際観光学科講師 食のビジネス、食生活マケテイング
中山 干尋 国際地域学部国際観光学科講師 観光学、ホスピタリテイ
金 承珠 国際地域学部助教 観光資源管理、観光地振興
実王 律子 生j命科j学部^主命iH学科教授 → 神経':tt空空 一一一一一…
川口 英夫 生命科学部生命科学科教捜 脳科学、行動科学、細胞工学
清水 文一 生命科学部生命科学科教授 天然物化学、植物生化学
長坂 征治 生命科学部生命科学科教妓 生物有機化学、植物分子生理学
震津 直樹 生命科学部生命科学科准教授 作物生理学、光合成の環境応答
岡崎 渉 生命科学部応用生物科学科教慢 応用微生物学、酵素工学
柏甲 祥策 実命科学部応用一生物科学科教捜 一} 一 環境竿!物型学一
高崎 茂 生命科学部応用生物科学科教慢 ゲノム情報学
山本 浩文 生命科学部応用生物科学科教授 植物生化学、植物代謝学、生薬学
梅 原三 貴久 生命科学部応用生物科学科准教授 値物生理学
高品 知典 生命科学部応用生物科学科准教侵 応用微生物学、極限環境微生物学
三浦 健 生命科学部応用生物科学科准教慢 応用微生物学
一大古里 慶一 食環境科学部食環境科学科教…授 食品工学、バイオセマサ
佐藤 順 食環境科学部食環境科学科教侵 食品衛生学、食品微生物学
下村議一郎 食環境科学部食環境科学科教授 植物細胞工学、植物資源学
福森 文康 食環境科学部食環境科学科教複 分子生物学、酵素学
和国 直久 食環境科学部食環境科学科教侵 光生物学、量子生物化学
太田 昌子 食環境科学部食環境科学科;任教授 調理科学、栄養学
岡 迅 食環境科学部食環境科学科准教綬 微生物分類学、微生物生態学、機器分析
長 j事 情 理工学部建築学科教授 建築計画学
扇面 義仁 亘工学部建築学科講画一 一 地域計画;逗築企画設計
望月 修 理工学部生体医工学科教授 生物機械、液体工学、流体騒音
尾崎 晴男 総合情報学部総合情報学科教授 交通計画、都市計画
杉本 冨利 総合情報学部総合情報学科教綬 ヒユマンインタフエス、認知工学









































































Institute of Regional Vitalization Studies 















































「日 本一暑いまち」と言われる館林市の環境把握 と改善を市民ぐるみで進めるとともに、観光資源としての開発も 目的として
地域活性化に貢献しようと、 2008(平成 20)年から東洋大学と館林市役所との共催による気温測定まち歩き調査を実施している。
6回目となる今年は 『夏の「涼しさマップ」ワークショップJと題して、前年度に続き、館林の夏を涼しく過ごせる屋外の場






9時 30分に館林駅前に集合 した 13名の参加者は、 9時 45分発の多々 良巡回線のパスに乗り、館林多々良地区を巡回しなが
ら10時30分ごろに多々良沼保安林付近のフリー降車区間を下車した。降車した場所付近にある多々良沼保安林「彫刻の小径J(写
真 1)を散策した。気温は周囲と比較して 2~ 3
0
C低く、林内で涼しさを強く感じることができた。 また、眺めのよい芝生の遊
具広場(写真 2)などを巡った。11時 20分ごろ再度パスに釆一り、 11時 35分ごろ館林駅前に到着した。
館林駅前
パス到着後の館林駅前では、 11時 35分ごろから 1211寺10分ごろまで駅周辺の涼しい場所を散策した。館林市役所が設置して
いる緑のミスト通り(写真 3) で霧を発生させることによる涼しさを体感した後に、歴史の小径にある竜の井 (写真 4)、市街
地で行われた調査で、最も涼しいと 評価された大道寺の涼しさを体感した(写真 5)。
つつじが岡公園
昼休み後、 13時 00分に館林・板倉線のパスに来 り、 13時 15分ごろつつじが同公園入口バス停を下車、ツツ ジの名所で知ら













...(写真 6)中央サービスゾーンの 企(写真 7)鶴生田)1(城沼)に 企(写真 8)透明の「マイ涼しさマップ」を
「カスケード」 かかるふれあい橋の橋詰にある藤棚 重ねあわせてできた「涼しさマップ」





筆者は、 主として留学などの海外での学習体験が、学生にどのようなインパク トをもた らしているか、という学習成巣分析をテー
マとする研究をおこなっている。また、キャンパス環境の国際化なと、組織レベルでの国際化の質評価 も研究テーマとして きた。
日本から海外への官学生は長期にわたって減少傾向が続いてお り、特に米国における日本人留学生は 1997年のピー ク時の47，073人
から半分以下に激減している (2011年は 19，966人)0 I二|本の若者が「内向き志向jにな った、というのがマスコ ミな どによ る分析
だが本当にそう だろうか?
日本人の海外留学者敏の推移
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回・~ ' . "t 輔 悶掛川町同制批 個別副 同 個別問抑制国蝿肘叫国間
12013年度全同学力・学習状況制査(全|王|学力テスト )J!dによると、 「英語の学科は好 きか っ」という設川に 「そう jtう」または 「ど
ちらかというとそ う思 う」 と回科したのは、小学生が 76.2%、1:"'t生が 53.3%。であった。 しかし、「将来、 外国へffi学したり、国
際(1甘な仕事に就いたりしてみたいと 思 う」と 川答したのは、 小学中が 39.0%、'-1学'1:.が 30，8%にとどまり、 英語への学背立欲が海
外よ向に直結 していない。一方、高校生の意識調脊でも、 1ilj外にfH学したい とj目、わない」と終える高校生が 52% にも上っており、
中|正1(37%)や韓同 (17%)と比'1変しでも 、際カーって官学を避ける傾向が強し、。なお、全国の大学生や高校件、保護者約 1.000人に行っ
たアンケ ー ト調査 " の 1-1-' では、 「今からグローハル化のための教育を受けても 自 分は I I\j に介わない」 と感じている割合は、山校~ I" で
50%、大学生で 55%だった。ここでも 11代が上になるほど、国際舞台から疎外されていると感じる若者が多くなっている現象を見
ることができる。 また、産業能不大学が実施している新卒計会人に対する調査M では、 58.3%が 1ilj外で働きたいと思わなし、」と回
答しており、前同調子f(2010年)の 49%を大1品に上回った。
このような調査結果からみると、日i学や海外で働 くことに対する定川、世代の虫、識は決して向くはなく、 「国際的 なす~f， fì で ii~' Ulïl しよ
うという意識のあ る日 本の若者ーが削えていく Jと予測することは|木|草Hである と討わざるを得な L、。 しか し、筆者はマスコミなどが
取り上げるように ILI木の私者が内IJき，ι向である」という論訓には賛同しがたし~ 本目的には、才!?い|世代がなぜそのような也、識
をもつようにな っ ているか、を分析するところから l進論を始めなければならない、 若い世代が家庭、学校、十|会日動などの環JJ~ の 11' で、
徐々に 「内向 きJ;止、向を表明するようになっているということであり 、こ の環境をどう変えていくか、がIJ一|ド宗教育の日来題になっている。
「地球市民J、IJq際的にi市躍 しうる人材を教育していくこ とが、内等教育の使命である。この日的のために、大/'f.のカリキュラム
やキャンパス環境を肘際化し ていく 必2'z
がある 。 今後 も官学交流の質 i~~ 1峰、うi;~ 7>( 
成以分析にかかわる刷究を締結していき
たい。引き続き、関係者の皆紙か らのご





(!I本調査は、2013年3同、海舛進学を目指す小中高生向けの学習竪 rI G SJ (東京)などがインタ ヰ yトで実施した
もので、高校2年生大学3年生(当時)の男女412人と、小牢校から高校ユでの児童 生徒の保護者618人が回答した。
(i)産業能率大学が3年にーl宣実施している 「新入社員のグローパル意識調査|で今回は 5回巴にあたる (2013年 7月)。
以下の URLを参照のこと内
























































































....(写真1)ボンガイ地区ワ クショップの様子 ....(写真 2) ガオセン地区ワ クショップの様子
出典 写真 1はCODI(2006)パワーポイン卜よりヨ|用。写真 2はACHR職員ThomasA. K巴r氏より提供 (2007年 5月)








三PIJ-村が合併して誕生 した当時、 67ゴ人を超えていた人11は、2012年4月1日の登録人口によると、 57.249人il;l)に減少した。
この内 65歳以上の人口は 25.7%で、増加傾向にある。山武市の中心的な駅に成東駅がある。1897年に総武鉄道の駅として開
業して以降、駅周辺は、遠隔地との取引を目 的と して農産物、淘産物、木材などの運送取扱庖やr[li.次庖が開業し、活況を呈す



































I1t tp: //www.pref.chiba.lg.jp/toukei/toukeidata/nenreibetsu/h24/machichou . hlml 
参考文献




















































































ljt茶」の名が知 られる ようになって きた。
6 温泉・公営宿泊施設

























トである。平成 20年 3月 2日の第 l回イベン トから平成 25
年 10月 31日まで 309回のイベントが実施され、参加者数は
延べ 7，480名(男性 3，858名、女性 3，622名)、成立カップル
数は 753組で全体の約 20%である。カップル成立までの事業
ではあるが、ボランティアの結婚アドバイザーを認定し、当













参考文献※1街コンデ タ/街コンまとめ、 URL(http://machicom-matome.com)(2013) 
News Letter No.47 
担当研究員 中挟知延子 (国際地域学部国際地域学科教授)
古田 富彦 (客員研究員)
小j良 博 英 (客員研究員)
区の定められた複数の飲食1;5を廻る。発祥は 2004年 8月に開
催された栃木県宇都宮市の 「宮コンJでこれまで羽田も開催


























担当研究員.竹内 章悟 (国際地域学部国際地域学科 教侵) 井上 博文(東洋大学名誉教授、客員研究員)
金 承珠(国際地域学部助教) 村瀬慶紀(客員研究員)















しかしながら、 当調査結果からは FI'':;í，"的・恒，;. ;~.的な連携を持つ地域
では地域諸団体の総合力が発擬:され観光振興の優良事例として挙げ













































































































平成 25年度においては 3つの事業を実施したので、それらの概要を まず報告する。
(1)自然体験活動指導者養成講出
今年度は植物を対象分野として 9月 14日 (土)に 71E!l目の講座を実施した。講義の会場は新しく建設された 「体験学習
セン ター・わたらせ」の学習ハウ スの半分を借りて行った。この施設は谷中訪日の北側にある子 ども広場の中にあり、駐車
場にも近いので大変便利にな った。








を実現できないかと 考え、そのための研究会を昨年度に発足させて第 l回の研究会を実施済みであったが、 今年度は 7月





























































































































































































「親子の食育体験議出 食を学ぶキ ッチンサイ エンス
~椴とアルカ リの尖験マジック -J









家庭科・ 生所不|などに関 連)と した。器具はァiに a 般家庭の
台所で使っているものを用い、帰宅後に再度尖験できるよう
に工夫した。今11は特に食材に含まれる色素の色』胡の変化


















性化を目指した留学生受入れ・交流・ネットワークの仕組みづくり J(佐藤由利子 2012) などの特筆すべき研究も存在する。
2.留学生支援と地域活性化の好事例:UMEX 
留学生支援が地域活性化に結び付く好事例として、新潟の国際大学を中心に発達した「うおぬま国際協会(夢っくす:UMEX)J 










大阪大学時代に企画した GlobalCampus Net Osaka (GCN Osaka) を例
としてあげてみたい。大阪大学に学ぶ 1000人余りの留学生や外国人研究
者、そして周辺に住む外国人をサポートするためのオンライ ン・コミユ













<~"，Y:iM>悶里子 I一間J 2011 :$ 7 FJ '*rt ii: tió')~ん
佐蕨由利子 「地域活性化を目指した留学生受入れ交流 ネットワークの仕組みづくリ 課題解決の取組みと社会的変化の横断的分析ー J2012年 11月 東京工業大学








アンケー卜調査は、平成 25年 5月 12日 (日)、ザ・トレジャーガーデンならびに茂林寺において対面聞きと り方式で実施され、
回収枚数は 167枚であ った。なお、調査項 目は、(1)個人属性 (性別、 年齢階層、居住地なと )、(2)来訪行動の実態・意向 (利用交通手段、
同行者、立ち寄り地点、 再訪意向など)から構成されている。そして、アンケートを中心に調査・検討作業を行い、去る 11月 28
日館林市役所において「館林市茂林寺周辺地域における地域活性化」策について報告・提案を行った。報告は、古屋研究室に所属
する大野綾香さん、 清水路!恵子さん、 三浦麻里さん (し、ずれも、 匡l際観光学科 3年生)が中心となって行われた。
報告では、はじめに対象地域の観光資源や観光入込客数を用いて概要把振を行った後、アンケート調査の結果を示した。その結果、
1)花を 目的とした来訪が多いことから、花をキーワードとした「館林 らしさjを考慮する必要があること、 2)近隣居住者の訪問割






まず前者の「①観光拠点となる施設j では、前述の 1)~3) を反映しながら、近隣施設との競合の ':1:1 で特長を打ち出すために、プリザー
ブドフラワーの活用を考えた。プリザーブドフラワーは、花や葉を特殊i夜の中に沈めて水分を抜いたもので、鮮やかなままで長く
保存でき、生花とドライフラワーの 2点を兼ね備えているものである。小学校以下の子供をもっ女性層を顧符として想定した場合、
















Institutc of Regional Vitalization Studies 













昨年度は関係臼治体、国土交通省の出先機関である利根川 卜会流河川事務所、地域外では現在コウ ノ トリの飼養を行い、公聞
を始めている千葉県野田市役所に対してヒアリングを実施した。
引き続 き今年度にかけて、地域活性化を事業内容に持つ企業 ・道の駅等についてヒアリングを実施した。また、対象地域の
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平成 9(1997)年4月 板倉キャンパス設置:国際地域学部国際地域学科、 生命科
学部生命科学科
平成 13(2001)年 4月 国際地域学部国際観光学科新設
大学院国際地域学研究科、生命科学研究科開設
平成 14(2002)年 7月 地域活性化研究所設置










初代所長 小浪博英 平成 14年 7月 1日 平成 16年 3月 31日
第 2代所長藤井敏信 平成 16年 4月 1日 平成 17年 3月 31日
(残任期間 長j賓元 平成 18年4月 11:1 平成 18年 3月 31日)
第 3代所長長演元 平成 18年4月 1~I 平成 20年 3月 31日
第4代所長 中上光夫平成 20年 4月 1日 平成 22年 3月 31日
第 5代所長 岡崎渉 平成 22年4月 1日 平成 24年 3月 31日




平成 16年 梁春香 北東アジア地域のソフト観光基盤整備に関する研究


















































年度 NO 研究代表者 事業名称
① 小池鉄夫 板倉地区地産地消及び食育に関する研究
平成 18年
② 松浦茂樹 シンポジウム 「雷電神社と龍 ・蛇の世界」









































④ 小瀬 1専之 涼しさ !暑さ !体感ツアー 気温測定まち歩き調査
⑤ 太田 昌子 高校生 ・大学生対象 地産地消料理コンテスト
































⑥ 高出l 知典 キッズサイエンススクール
旅が育む家族の粋と人間性 Part4












⑤ 竹内 章悟 商工会議所と観光協会の連携による地域観光振興の強化策
⑥ 高品知典 キッズサイエンススクール
① 中挟知延子 地域婚活と地域活性化の諸問題に関する研究





④ 小瀬博之 館林市夏の 「涼しさマップ」ワークショップ
⑤ 高品知典 キッズサイエンススクール
⑥ 高橋 一男
群馬県邑楽郡板倉町を拠点とする国際教育交流促進に関す
る研究
事業名称
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